
2 1

２０１8 年 11月〜 19 年 1月の展示

27まちてくギャラリー
東和町土澤商店街での日常に溶け込む美術

齋藤 誠 「Megaptera 「UBE Biennale」2017

「高田博厚」彫刻プロムナードを訪れて　
中村光紀

まちてくギャラリー

日々に思ふことこ
クスリと芸術　　　           武政 文彦

「まちてくギャラリー」#27
2018 年 11月、12 月、2019 年 1月の展示

作品写真提供　 神山 豊・齊藤 誠　　
展示場所  花巻市東和町土沢商店街 22 ヶ所
発行　  東和町土沢商店会連絡会　2018 年 12 月
企画編集　  tonccaci atelier　
  花巻市東和町田瀬 14−120
菅沼緑　  roqu@me.com  090-9154-5748

神山 豊・齊藤 誠



1 3

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
華
々
し
く
作
品
を

並
べ
立
て
て
、
時
な
ら
ぬ
美
術
の
街
を
賑
わ
い
に

満
た
す
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
方
、
い
つ
で
も
そ
こ
に
あ
る
、
と
い
う
展
示

が
日
々
に
溶
け
込
ん
で
い
る
光
景
が
あ
っ
て
も

し
か
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
ま
ち
て
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
と
は
、
花
巻
市
東

和
町
土
澤
商
店
街
の
22
ヶ
所
。
各
商
店
の
外
壁
に

作
品
写
真
を
そ
れ
ぞ
れ
、
3
枚
ず
つ
ア
ク
リ
ル
の

箱
に
入
れ
て
展
示
を
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
、『
ま
ち
て
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
の
記
録
と

し
て
こ
の
小
冊
子
を
平
行
し
て
作
り
、
配
布
を
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、

花
巻
市
『
東
和
町
土
澤

商
店
会
連
絡
会
』
を
通

じ
て
、
花
巻
市
の
『
ま

ち
の
顔
作
り
事
業
』
か

ら
の
補
助
と
、
多
く
の

読
者
の
か
た
が
た
か
ら

の
寄
付
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

③さかえや

②吉功仏具店 ①多田理容店

④川口宅

⑥佐々長建材

⑤小原歯科医院
⑧佐々長醸造

⑦旧商工会
⑩佐々寅商店

⑪金星

⑬福泉
⑮岡田新聞店 ⑯小田島宅

⑱にっち

⑳中西金物店
㉒小桜屋

㉑シルクロード

⑲きのこやおいよ

⑰鈴木時計店

⑭やまざき
⑫平沢宅

⑨キクヤ

花巻市役所東和総合支所
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変幻自在にかたちを変えたり
あるいは、ちりぢりに消えてしまう雲。
自由にかたちを変えて多くの人に書いてもらう
立体的な美術の話

「高田博厚」彫刻プロムナードを訪れて
 埼玉県東松山市の「高坂」

萬鉄五郎記念美術館　館長　中村光紀

私
が
彫
刻
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
ロ
シ

ア
の
彫
刻
家
ザ
ッ
キ
ン
の
作
品
と
彫
刻
家
高
田
博
厚
と
の
出
会
い
か

ら
で
あ
る
。

１
９
７
３（
昭
和
48
）年
に
、岩
手
県
内
初
の
文
化
施
設
と
し
て「
岩

手
県
民
会
館
」
が
開
館
さ
れ
、
そ
の
記
念
展
を
岩
手
日
報
社
主
催
で

「
ザ
ッ
キ
ン
大
回
顧
展
」
を
担
当
し
た
。

当
時
絵
に
は
興
味
が
あ
っ
た
が
、
彫
刻
ま
で
積
極
的
に
見
る
こ
と

は
し
な
か
っ
た
の
で
、ザ
ッ
キ
ン
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
。

同
展
は
、
前
年
パ
リ
で
の
回
顧
展
に
引
き
続
き
東
京
、
大
阪
、
盛

岡
へ
の
巡
回
展
で
あ
っ
た
。

キ
ュ
ビ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
た
造
形
の
探
求
は
、
モ
ダ
ン
で
力
強

く
、
い
っ
ぺ
ん
で
好
き
に
な
っ
た
。
記
念
講
演
会
の
講
師
に
高
田
博

厚
（
１
９
０
０
〜
１
９
８
７
）
を
招
き
、
以
来
高
田
が
無
く
な
る
ま

で
17
年
間
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
彫
刻
な
ど
芸
術
全
般
に
つ
い
て
多

く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
る
。

高
田
博
厚
は
福
井
中
学
を
卒
業
し
て
上
京
、
高
村
光
太
郎
と
の
出

会
い
か
ら
彫
刻
の
道
に
進
ん
だ
。
そ
の
間
、東
京
外
国
語
学
校
（（
現

東
京
外
国
語
大
学
）
イ
タ
リ
ア
語
科
に
入
学
し
た
が
、
す
で
に
独
学

で
取
得
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
語
よ
り
程
度
が
低
く
2
年
で
中
退
、
そ

し
て
弱
冠
22
歳
の
時（
１
９
２
２
年
）、岩
波
書
店
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
弟
子
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
の《
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
伝
》

を
翻
訳
、
膨
大
な
注
釈
を
つ
け
て
出
版
し
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
ル

ネ
サ
ン
ス
の
最
初
の
出
版
と
さ
れ
る
。

高
村
光
太
郎
の
勧
め
で
共
に
「
国
展
」、
武
者
小
路
実
篤
の
「
大

調
和
展
」
に
彫
刻
を
出
品
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
が
、
31
歳
の

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

の
知
遇
を
受
け
た
。
ロ
ラ
ン
は
「
高
田
は
精
神
を
作
る
本
当
の
芸
術

家
だ
、
彼
は
指
で
思
索
す
る
」
と
言
っ
て
、
自
分
の
肖
像
を
唯
一
無

名
の
彫
刻
家
で
あ
っ
た
高
田
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
年
の
冬
、
ス
イ
ス
に
居
る
ロ
ラ
ン
か
ら
旅
費
入
り
の
書
留
め

が
高
田
に
届
く
。「
ガ
ン
ジ
ー
が
ロ
ン
ド
ン
の
会
議
の
帰
り
、
ロ
ラ

ン
の
家
に
来
て
1
週
間
滞
在
す
る
か
ら
彼
の
素
描
で
も
画
く
気
で
す

ぐ
来
い
」
と
あ
り
、
し
か
も
1
人
で
来
い
、
誰
に
も
言
う
な
、
知
ら

れ
る
と
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
て
大
変
だ
か
ら
と
あ
っ
た
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
ガ
ン
ジ
ー
の
５
日
間
の
対
談
に
、
高
田
は
同

席
し
デ
ッ
サ
ン
を
し
た
。

最
後
の
晩
、
ガ
ン
ジ
ー
の
求
め
に
応
じ
て
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は

ピ
ア
ノ
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
５
（
リ
ス
ト
編
曲
）
を
弾
い
た
。

終
わ
っ
て
ロ
ラ
ン
は
ガ
ン
ジ
ー
に
微
笑
ん
で
言
っ
た
「
ム
シ
ュ
、

ガ
ン
ジ
ー
、
音
楽
は
魂
の
独
白
で
あ
る
」。
そ
し
て
高
田
は
日
本
に

〈鎌倉のアトリエにて1982年〉高田博厚（82歳）、中村光紀（42歳） 撮影・沖村正康
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帰
国
後
に
、
ガ
ン
ジ
ー
の
頭
像
や
イ
ン
ド
救
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
の
た
め

の
「
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
（
全
身
像
）」
を
制
作
し
た
。

以
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
27
年
間
パ
リ
に
滞
在
し
て
ロ

マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
も
と
よ
り
ア
ラ
ン
、
マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
チ
ネ
、
ヴ
ィ

ル
ド
ラ
ッ
ク
、
ル
オ
ー
、
シ
ニ
ャ
ク
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
ら
フ
ラ

ン
ス
の
第
一
級
の
知
識
人
、
芸
術
家
と
の
親
密
な
交
友
が
創
作
と
思

索
の
原
点
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
戦
前
に
毎
日
新
聞
の
特
派
員
と
な

り
、
パ
リ
外
国
記
者
協
会
の
副
会
長
、
会
長
を
務
め
た
。
戦
後
は
讀

売
新
聞
嘱
託
特
派
員
と
な
る
。
１
９
４
８
年
か
ら
カ
ン
ヌ
映
画
祭
の

日
本
代
表
を
10
年
間
務
め
た
。

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に
帰
国
後
、
鎌
倉
の
ア
ト
リ
エ
で
高
村

光
太
郎
、
宮
沢
賢
治
、
新
渡
戸
稲
造
ら
の
肖
像
や
裸
婦
像
を
多
く
制

作
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

埼
玉
県
東
松
山
市
の
東
上
線
「
高
坂
」
駅
西
口
か
ら
道
路
上
に
1

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
、
高
田
博
厚
の
代
表
的
な
彫
刻
32
体
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。「
高
坂
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
で
あ
る
。

野
外
に
彫
刻
を
設
置
す
る
「
彫
刻
の
あ
る
街
」
作
り
が
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
1
人
の
彫
刻
家
だ
け
の
作
品
で
街
の
通
り
に
常
設

し
て
い
る
例
は
な
い
。

私
は
去
年
6
月
17
日
（
高
田
の
命
日
）
東
松
山
市
で
「
高
田
博
厚

没
後
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
|
思
索
の
灯
」
が
行
わ
れ
た
時
、
そ
こ

を
初
め
て
訪
れ
た
。
高
坂
駅
西
口
を
降
り
て
す
ぐ
の
小
緑
地
に
、
等

身
大
の
裸
婦
立
像
《
遠
望
》
と
座
像
の
《
大
地
》
が
あ
っ
た
。

そ
こ
を
起
点
に
道
な
り
に
数
10
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
《
水
浴
》《
ア

ラ
ン
》《
海
》《
女
の
ト
ル
ソ
》
な
ど
の
作
品
が
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
関
越
道
」
を
跨
い

で
間
も
な
く
折
り
返
し
、
駅
ま
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
戻
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

設
置
さ
れ
た
肖
像
彫
刻
で
は
、
ア
ラ
ン
、
ポ
ー
ル
・
シ
ニ
ャ
ッ
ク
、

ガ
ン
ジ
ー
、
高
村
光
太
郎
、
高
橋
元
吉
、
棟
方
志
功
ら
は
高
田
の
交

友
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

彼
は
著
名
な
人
物
の
肖
像
を
多
く
作
っ
て
い
る
が
、
単
に
知
名
だ

か
ら
作
る
の
で
は
な
い
、彫
刻
に
な
り
う
る
か
ど
う
か
は
「
対
象
が
、

黙
っ
て
い
て
、
内
か
ら
語
り
か
け
て
く
る
も
の
が
な
い
な
ら
、
彫
刻

の
素
材
と
は
な
ら
ぬ
」
と
高
田
は
言
っ
て
い
る
。

「
彫
刻
家
は
内
部
の
も
の
が
形
を
構
成
す
る
知
恵
を
学
ぶ
。
こ
の

意
味
で
、
私
に
と
っ
て
人
体
も
肖
像
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
」
と
記
し

て
い
る
。

ま
た
、
高
田
は
「
調
和
の
あ
る
」
裸
婦
を
多
く
作
っ
て
い
る
。　

《大地》1978年《男のトルソ（ヘラクレス）》1973年
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な
か
で
も
他
の
彫
刻
家
よ
り
「
ト
ル
ソ
」
が
多
く
、
そ
の
内
部
か
ら

語
り
か
け
て
く
る
作
品
に
魅
了
さ
れ
る
。「
ト
ル
ソ
」
と
は
イ
タ
リ

ア
語
で
、
頭
や
手
足
を
欠
い
た
「
胴
体
」
だ
け
の
彫
刻
を
い
う
。

人
間
で
最
も
表
情
豊
か
な
顔
、
手
や
足
も
な
い
胴
体
（
ト
ル
ソ
）

だ
け
で
「
美
の
本
質
」
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
作
る
彫
刻
家

の
力
量
に
よ
る
。

高
田
の
ト
ル
ソ
は
、
見
る
も
の
の
内
部
に
無
限
に
語
り
か
け
て
く

る
「
存
在
」
す
る
こ
と
の
「
や
す
ら
ぎ
」
が
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
《
カ
テ
ド
ラ
ル
》
な
ど
、
優
れ
た
ト
ル
ソ

10
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
訪
れ
る
と
そ
の
魅
力
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

東
松
山
市
「
高
坂
」
の
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
路
上
に
、
32
体
に
及
ぶ

高
田
博
厚
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、
き
わ
め
て
高
い
文
化
度
を
有

し
て
い
る
。
一
つ
の
自
治
体
で
成
し
え
た
こ
の
芸
術
的
試
み
は
、
全

国
的
に
も
希
有
な
こ
と
で
、
よ
く
ぞ
や
っ
た
と
大
い
に
エ
ー
ル
を
贈

り
た
い
。

高
田
は
「
彫
刻
芸
術
は
、〈
心
あ
る
者
〉
の
み
そ
の
前
に
立
ち
止

ま
ら
せ
、
そ
し
て
無
限
に
語
り
か
け
て
く
る
も
の
だ
ろ
う
」
と
記
し

て
い
る
。
優
れ
た
彫
刻
は
、
そ
の
空
間
を
支
配
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
か
む
ら
み
つ
の
り
）

《カテドラル》1937年

高田博厚没後30年記念イベント「思索の灯」パンフレットより
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まちてくギャラリー

か み や ま ゆ た か

２
０
０
８ 

渡
米　

N
Y 

で
彫
刻
を
学
ぶ

２
０
１
０ 

国
展
彫
刻
部
に
出
品

２
０
１
３ 

国
展
「
彫
刻
部
奨
励
賞
」ISE N

Y Art Search  
 

「ISE  
AW

ARD

」
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

２
０
１
４ 

「ISE N
Y Art Search 

受
賞
者
展
」
出
品

 
(

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク)

２
０
１
５ 

国
展
「F

氏
奨
励
賞
」 YB

展
「
横
須
賀
美
術
館
賞
」

２
０
１
６ 

神
奈
川
県
美
術
展
「
準
大
賞
」
パ
リ 

ル
ー
ブ
ル

  

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
ー
「
明
日
の
巨
星
賞
」

２
０
１
７ 

「
27 th  U

BE 

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

 

「
下
関
美
術
館
賞
」

２
０
１
８ 

韓
国
カ
ン
ヌ
ン
市
「
ハ
ス
ラ
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
」

 

ア
ー
ト
レ
ジ
デ
ン
ス

 
https://artsofkam

iyam
a.jim

do.com
 

〒 240-0105 

横
須
賀
市
秋
谷
２
・
2
・
16

 
y-kam

iyam
a@

jcom
.hom

e.ne.jp

神山 豊

海
辺
に
暮
ら
し
て
、
素
潜
り
を
日
ご
ろ
の
楽
し
み
に
し
て
い
た

神
山
さ
ん
の
「
海
」。

三
浦
半
島
は
海
と
山
が
混
ざ
り
合
う
リ
ア
ス
海
岸
。
き
び
す
を

返
せ
ば
そ
こ
に
は
山
が
深
い
森
を
抱
い
て
い
ま
す
。

作
品
も
海
の
命
と
山
の
木
を
素
材
に
し
て
、
し
か
も
動
く
彫
刻

で
す
。
見
る
ひ
と
は
大
き
な
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
た
く
な
り
ま
す
。

カ
タ
カ
タ
と
仕
掛
け
が
音
を
立
て
て
、
少
々
ぎ
こ
ち
な
く
身
を

く
ね
ら
せ
る
、
く
じ
ら
や
大
き
な
イ
カ
。
あ
た
か
も
生
き
て
い
る

か
の
よ
う
な
動
作
を
さ
せ
る
と
、
大
き
な
ハ
ン
ド
ル
は
命
の
神
様

に
な
っ
た
よ
う
な
、
一
瞬
の
錯
覚
す
ら
持
た
せ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
動
く
こ
と
が
ひ
き
よ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
の
お
お

ら
か
な
ゆ
ら
ぎ
。

く
じ
ら
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と
同
調
す
る
よ
う
で
す
。

ゆ
る
や
か
に

海
と
の
同
調

Speam Whale & Giant Squid  270×140×210cm　2,013年　桧、銀杏、桜、欅、樫
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まちてくギャラリー

Blue Whale  270×160×210cm 2015年　桧、樟、欅、桜、樫
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Megaptera 「UBE Biennale」230×390×280cm  2017年　桧、欅、樫、ウリン、パドック
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Sailfish　270×120×220cm  2014年　桧、樟、欅、樫、桜

Mola Mola　120×120×190cm  2014年　銀杏、樟、栗、欅、樫
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Mermeid　270×200×220cm  2016年　桧、樟、楓、樫、桜、欅

Megaptera 「UBE Biennale」　230×390×280cm  2017年　桧、欅、樫、ウリン、パドック

Lionfish　100×120×190cm  2013年　樟、椨、欅、桜、樫
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齊
藤 

誠　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
５　

 

グ
ル
ー
プ
展　
村
松
画
廊
（
東
京
日
本
橋
）

１
９
６
６　

 

グ
ル
ー
プ
展　
と
き
わ
画
廊
（
東
京
日
本
橋
）

１
９
７
０ 

現
代
美
術
野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
９
７
７　

 
'

個
展　
藍
画
廊
（
東
京
銀
座
）

１
９
７
８
〜 

１
９
８
０　
個
展　
田
村
画
廊
（
東
京
日
本
橋
）

１
９
８
０
〜 

１
９
８
６　
個
展　
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

（
東
京
銀
座
）

１
９
８
２ 

グ
ル
ー
プ
展　

I

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

（
東
京
銀
座
）

１
９
８
４
〜 

１
９
８
７
個
展　
早
野
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１
９
８
５ 

グ
ル
ー
プ
展　
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

（
東
京
銀
座
）

１
９
８
８
〜 

２
０
１
７
「
個
展　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
現
（
東
京
銀
座
）

１
９
９
９ 

熱
海
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
静
岡
熱
海
）

１
９
９
６
〜 

２
０
０
３　
個
展　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
横
須
賀　
東
洋
美
術

１
９
９
８ 

グ
ル
ー
プ
展　

M
U

SEU
M

 H
AU

S KASU
YA

 

（
神
奈
川
横
須
賀
）

２
０
０
１ 

横
須
賀BASE

前
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
神
奈
川
横
須
賀
）

２
０
０
４ 

フ
ジ
ア
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
神
奈
川
横
須
賀
）

２
０
１
０ 

上
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
神
奈
川
横
須
賀
）

２
０
１
１
〜 
２
０
１
２　
個
展　

Thom
as Bar　

（
神
奈
川
逗
子
）

齊藤 誠
さいとう まこと

斉
藤
さ
ん
は
作
品
に
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
こ
と
が
な
い
と
い
い
ま

す
。私

に
し
て
も
、作
品
を
作
る
と
き
は
、い
つ
も
同
じ
気
持
ち
で
や
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
ど
れ
も
同
じ
は
ず
だ
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

恐
ら
く
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
い
つ
も
描
か
れ
る
の
は
花
の
模
様
。
あ
る
程
度
規
則
的
に

並
べ
ら
れ
た
花
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
茎
も
葉
も
な
く
花
び
ら
が
浮

き
上
が
る
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
、
ど
こ
か
所
在
な
げ
な
感
じ
も
し
ま

す
。
丸
く
輪
に
な
っ
て
競
い
合
う
よ
う
で
も
な
く
、
仲
良
く
並
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

い
つ
も
描
き
は
じ
め
る
と
、
こ
う
な
る
ん
だ
よ
と
い
っ
て
い
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
。

気
ま
ま
に
ゆ
く
と
こ
ろ
は

い
つ
も
こ
こ
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Dialogue 1990Qー 宝金山幻影ー　
1990年123,3×102,0×16,2cm
コルクにリトグラフした風景を欅の皮に貼る
26号22ページ。トリミングが不適切でした

Woody land II
1993年、16,８×17,8×58,0cm
欅の皮、野葡萄、青桐、その他
26号23ページ。トリミングが不適切でした

Nature circle （生の道標　’12）
30,0×20,0×53,0cm
欅、米松、萩の枝、薄羽紙
26号24ページ。写真が別のものでした

Nature circle〈大意〉
43,2×40,5×44,0cm
欅材、萩の枝、薄羽紙、etc 川越・亀屋榮泉倉空間
26号25ページ。トリミングが不適切でした

まちてくギャラリー 五島 三子男
ご  と  う　 み     ね      お

訂正し、再掲載しておわび



31 30

２
０
１
８
年
、
薬
の
世
界
で
は
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
で

本
庶
佑
氏
の
開
発
し
た
オ
プ
ジ
ー
ボ
が
脚
光
を
あ
び
た
。「
が

ん
の
特
効
薬
開
発
者
に
栄
誉
」と
新
聞
雑
誌
の
見
出
し
が
躍
る
。

3
か
月
く
ら
い
を
す
ぎ
る
と
こ
の
手
の
ニ
ュ
ー
ス
は
賞
賛
か
ら

ダ
ー
ク
な
見
出
し
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
あ
る
。

オ
プ
ジ
ー
ボ
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
「
製
薬
会
社
と
学
者
の
確

執
」「
報
酬
を
め
ぐ
る
軋
轢
」
な
ど
な
ど
と
週
刊
誌
が
書
き
立

て
た
。
夢
の
新
薬
も
名
誉
や
お
金
が
か
ら
ん
だ
途
端
に
色
あ
せ

て
し
ま
う
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
「
く
す
り
」
と
い
う
の
は
他
の

消
費
財
と
違
い
ま
こ
と
に
や
っ
か
い
な
代
物
で
あ
る
。

か
つ
て
辰
野
高
司
氏
と
い
う
薬
学
者
は
明
快
に
そ
の
本
質
を

３
つ
に
整
理
し
た
。
い
わ
く
「
く
す
り
」
と
は
「
化
学
物
質
」

で
あ
り
、「
生
理
活
性
物
質
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
商
品
」
で

も
あ
る
と
。
最
後
の
「
商
品
」
と
い
う
本
質
は
、「
く
す
り
」

が
交
換
価
値
の
あ
る
物
質
で
あ
る
と
見
い
だ
さ
れ
て
か
ら
今
に

至
る
ま
で
、
我
々
人
間
は
未
だ
に
手
懐
け
る
の
に
苦
労
し
て
い

る
。
何
し
ろ
必
要
と
す
る
人
に
は
い
く
ら
金
を
払
っ
て
で
も
手

に
入
れ
た
い
も
の
で
あ
り
、
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
の
取
引
を
思
い

浮
か
べ
る
だ
け
で
も
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
ニ
セ
薬
も
世
界
中
で
横
行
し
て
い
る
。
表
示
と
中
身
の

武政 文彦
薬剤師・東和薬局

日々に思ふことこ

く
す
り
と
芸
術

違
う
も
の
、
示
さ
れ
た
分
量
が
十
分
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
、

あ
ろ
う
こ
と
か
体
に
有
害
な
物
質
を
入
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
る

も
の
す
ら
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
医
薬
品
が
手
に
入
る
時
代
に
な
り
、
日

本
も
ニ
セ
薬
の
有
力
な
市
場
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
危
惧
さ
れ

る
。
厳
格
な
品
質
お
よ
び
流
通
規
制
で
有
名
な
わ
が
国
で
は
、

医
療
機
関
や
薬
局
な
ど
正
式
に
許
可
を
受
け
た
施
設
か
ら
供
給

さ
れ
る
医
薬
品
は
安
心
だ
、
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
う

と
も
言
え
な
く
な
っ
た
。
平
成
29
年
、
奈
良
県
内
の
薬
局
か
ら

C
型
肝
炎
治
療
薬
「
ハ
ー
ボ
ニ
ー
」
の
ニ
セ
薬
が
出
回
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

さ
て
話
は
一
足
飛
び
に
中
世
の
イ
タ
リ
ア
へ
飛
ぶ
。
芸
術
の

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
多
く
の
芸
術

家
を
世
に
送
り
出
し
た
の
は
メ
デ
ィ
チ
家
で
あ
る
。Casa de' 

M
edici

の
名
の
ご
と
くHouse of M

edicine

つ
ま
り
「
く

す
り
家
」で
あ
る
メ
デ
ィ
チ
家
は
薬
種
商
と
し
て
財
を
な
し
た
。

も
ち
ろ
ん
銀
行
家
と
し
て
の
同
家
の
顔
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

が
、
と
も
か
く
先
祖
は
「
商
品
」
と
し
て
の
「
く
す
り
」
に
目

を
つ
け
大
商
い
を
し
た
。
そ
も
そ
も
「
く
す
り
」
は
少
量
で
も

高
価
で
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
専
門
家
に
し
か
わ
か
ら
な
い
秘

水の蒸留（木版画1519年）。くすりの基本になるのは清潔で純粋な水である。ユニセフによると、現
在でも6億６,300万人もの人々が安心して飲める水が身近になく、汚れた水が主な原因の下痢で亡くな
る乳幼児は年間30万人もいるという。

くすりの効用、人にとどまらず
広く世の中に浸透するの感あり
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匿
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
微
量
で
生
理
活
性
を
引
き
起
こ
す
の
で
扱
い
方
に

よ
っ
て
は
毒
に
も
な
る
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
毒
殺
が
横
行

し
た
。「
男
は
剣
で
、
女
は
毒
薬
で
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
非
力
な
女
性
で
も
毒
を
盛
る
こ
と
で
、
気
に
食
わ
な
い
相

手
を
殺
傷
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
毒
殺
が

多
か
っ
た
の
で
、
む
や
み
に
毒
物
が
出
回
ら
な
い
よ
う
に
「
薬

の
番
人
」
を
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
置
く
こ
と
に
し
、
そ

の
職
業
人
こ
そ
薬
剤
師
だ
っ
た
。

話
が
そ
れ
た
。
メ
デ
ィ
チ
家
に
も
ど
そ
う
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期

に
綺
羅
星
の
ご
と
く
排
出
し
た
芸
術
家
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
の
メ
デ
ィ
チ
家
の
役
割
は
大
き
い
。ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
ダ
・

ビ
ン
チ
は
も
と
よ
り
多
く
の
芸
術
家
の
作
品
制
作
の
原
資
の
一

部
は
く
す
り
の
販
売
代
金
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
私
は
思
っ
て
い
る
。

時
代
は
下
っ
て
現
代
へ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
は
薬
種
商
の
資
産

家
が
担
っ
た
パ
ト
ロ
ン
を
、
現
代
社
会
で
引
き
継
い
で
い
る
者

の
一
部
は
製
薬
会
社
で
あ
る
。
日
本
で
は
大
塚
製
薬
グ
ル
ー
プ

が
開
設
し
た
大
塚
国
際
美
術
館
（
徳
島
県
鳴
門
市
）、
大
正
製

薬
の
社
長
が
私
財
を
投
じ
た
上
原
近
代
美
術
館
（
静
岡
県
下
田

市
）、
リ
ー
ド
ケ
ミ
カ
ル
㈱
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公

開
す
る
森
記
念
秋
水
美
術
館
（
富
山
県
富
山
市
）
な
ど
が
あ
る
。

残
念
な
が
ら
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
。
海
外
で
は
ス
イ
ス
の
バ
ー

ゼ
ル
に
テ
ィ
ン
ゲ
リ
ー
美
術
館
と
い
う
現
代
美
術
館
が
あ
る
ら

し
い
が
、
こ
れ
は
巨
大
製
薬
企
業
の
ロ
シ
ュ
社
が
創
立100

周
年
を
記
念
し
て
市
に
寄
贈
し
た
と
い
う
。

ロ
シ
ュ
社
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
薬
「
タ
ミ
フ
ル
」

を
開
発
し
た
会
社
と
し
て
そ
の
名
を
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
タ
ミ
フ
ル
は
先
進
各
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
実
に
8
割
近
く
が
わ
が
日
本
で
あ
る
。

余
談
だ
が
タ
ミ
フ
ル
の
効
果
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
増
殖
を
抑
え
る
の
で
あ
り
、
け
っ
し
て
治
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
安
静
に
し
て
い
れ
ば
1
週
間
で
回
復
す
る
症
状
を
2

日
間
短
縮
す
る
だ
け
で
あ
る
。

誤
解
し
て
ほ
し
く
な
い
が
、
肺
や
心
臓
疾
患
を
持
つ
高
齢
者

に
と
っ
て
は
、
使
用
も
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
長
時
間
の
発
熱

や
2
次
感
染
と
し
て
の
肺
炎
誘
発
は
死
に
至
る
こ
と
だ
か
ら
。

し
か
し
猫
も
杓
子
も
タ
ミ
フ
ル
を
飲
む
の
は
ど
う
か
と
思

う
。
ロ
シ
ュ
社
の
お
膝
元
ス
イ
ス
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
使
用
さ
れ

て
い
な
い
、
と
い
う
か
国
民
が
薬
を
求
め
な
い
。
病
気
に
対
す

薬剤師としてのキリスト。数々の奇跡で多くの人々を癒したキリストは、薬の使い手でもあったという
言い伝えがある。ドイツ・ベルダーの精霊教会の絵画（1650年頃）。

かつてベルリンにあった中央薬局の薬用植物の花瓶（1713年以降のもの）。ドイツのマイセン焼きの
デザインは初期のころ、日本の伊万里焼に影響を受けたといわれている。写真の陶器も白磁に青一色で
模様を表した染付陶器で、その影響を感じることができる。
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る
考
え
方
の
違
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
ま
た
横
道
に
そ
れ
た
。
パ

ト
ロ
ン
の
話
を
続
け
よ
う
。
美
術
館
で
は
な
い
が
米
国
の
バ
ー

ン
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
財
団
は
、
製
薬
業
で
財
を

な
し
た
。
豊
富
な
資
金
が
美
術
品
収
集
の
原
動
力
と
な
っ
た
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
書
き
連
ね
る
と
、
や
は
り
ク
ス
リ
屋
は
儲
か
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
言
い
た

い
の
は
儲
け
た
お
金
の
使
い
道
で
あ
る
。
国
際NGO

オ
ッ
ク

ス
フ
ァ
ム
（Oxfam

）
に
よ
れ
ば
、
世
界
人
口
の
１
％
の
最
富

裕
層
は
1
年
間
に
生
み
出
さ
れ
た
富
の
の
８
割
を
保
有
し
て
い

る
と
い
う
。
渦
中
の
ニ
ッ
サ
ン
前
会
長
も
世
界
中
に
豪
邸
を
構

え
る
余
裕
が
あ
っ
た
ら
社
員
の
給
与
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
な
り
、

せ
め
て
メ
デ
ィ
チ
家
の
当
主
に
倣
っ
て
有
望
な
若
手
芸
術
家
を

経
済
的
に
応
援
す
る
か
、
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
地

方
の
中
小
美
術
館
に
助
成
す
る
な
ど
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。さ

て
当
の
製
薬
会
社
で
あ
る
が
、
国
際
的
な
新
薬
開
発
競
争

が
熾
烈
さ
を
増
し
、
社
会
貢
献
に
回
す
お
金
に
余
裕
が
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

美
術
館
で
は
な
い
が
、
昭
和
30
年
〜
40
年
代
は
、
日
本
の
製

フレスコ画「東方三博士の旅」（ベノッツォ・ゴッツオリ画）キリストを礼拝するベツレヘムへの旅の
列にメディチ家の人びとが描かれ、ゴッツオリ自身も列に加わっている。つまり、さん博士の旅の話に
題材を借りて、メディチ家の肖像を描いたものといわれている。

薬
会
社
は
社
会
に
目
を
向
け
た
数
多
く
の
活
動
を
し
て
き
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
日
本
水
泳
界
を
リ
ー
ド
し
た
山
田

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
た
の
は
目
薬
で
有
名
な
ロ
ー
ト

製
薬
の
当
時
の
社
長
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
剤
が
得
意
分
野
だ
っ

た
エ
ー
ザ
イ
は
岐
阜
県
各
務
原
市
川
島
竹
早
町
に
「
内
藤
記
念

く
す
り
博
物
館
」
を
開
設
し
数
万
点
に
及
ぶ
資
料
を
広
く
一
般

に
公
開
し
て
い
る
。

ア
リ
ナ
ミ
ン
の
武
田
薬
品
は
京
都
に
薬
用
植
物
園
を
開
園

し
、
希
少
な
薬
用
植
物
の
保
護
・
保
全
を
行
っ
て
い
る
。
私
も

一
度
訪
れ
た
が
京
都
市
内
を
見
下
ろ
せ
る
山
の
中
腹
の
広
大
な

斜
面
に
、
約2600

種
類
の
薬
用
植
物
を
有
し
、
日
々
そ
の
収

集
と
栽
培
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
ど
こ
も
運
営
維
持
に
は
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
、
本

業
に
陰
り
が
見
え
た
途
端
に
ま
っ
さ
き
に
縮
小
さ
せ
ら
れ
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

メ
デ
ィ
チ
家
の
よ
う
な
大
パ
ト
ロ
ン
が
今
後
現
れ
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
く
す
り
屋
」
が
果
た
し
た
芸
術
へ
の

歴
史
的
貢
献
を
心
の
ど
こ
か
に
留
め
置
い
て
ほ
し
い
と
、「
く

す
り
屋
」
の
は
し
く
れ
で
あ
る
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

（
た
け
ま
さ  

ふ
み
ひ
こ
）

大塚国際美術館。世界26ヶ国、190余の美術館が所蔵する現代絵画まで至宝の西洋名画1,000余点を大
塚オーミ陶業株式会社の特殊技術によってオリジナル作品と同じ大きさに複製している。
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記

２
０
１
８
年
も
終
わ
り
に
近
づ
き
ま
し
た
。

ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
「
紀
元
２
０
０
１
年
宇
宙

の
旅
」
を
見
た
の
は
１
９
６
８
年
だ
っ
た
の
で
、
50
年
も
前
の
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
は
21
世
紀
の
こ
と
、
お
も
う

な
ど
遥
か
に
お
よ
ば
ず
、
未
来
そ
の
も
の
に
、
ぼ
う
然
と
畏
れ
、

身
震
い
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
50
年
経
っ

て
、
宇
宙
も
科
学
も
あ
の
頃
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
ず
い
ぶ
ん

認
識
が
横
滑
り
し
ま
し
た
。
な
に
か
の
話
し
の
途
中
で
、「
世
界

は
開
か
れ
て
い
る
と
お
も
い
ま
す
か
」
と
、
亡
く
な
っ
た
若
林
さ

ん
に
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
だ
と
お
も
い
ま
す
。

と
答
え
た
と
き
に
、
そ
う
か
、
キ
ミ
も
か
と
い
う
よ
う
な
表
情
に
、

私
は
そ
れ
以
外
の
答
え
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
、
と
戸
惑
っ
た
こ
と

も
50
年
す
ぎ
て
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
変
化
す
る
こ
と
と
、
し
な

い
こ
と
。で
き
な
い
こ
と
の
違
い
も
認
識
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。

変
化
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
若
者
に
は
、
絶
対
的
な
ま
で
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
な
の
で
は
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
フ
シ
が
あ
り
ま
す
。

50
年
の
ス
パ
ン
と
は
、
見
え
方
が
「
変
わ
る
」
の
で
は
な
く
、
少

し
ス
ラ
イ
ド
す
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　

  　

 

Ⓡ

12月の夜。スーパーから出ると、夜になって雪も降り始めていました


